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このドキュメントの使用法

■ 概要 – Oracle InfiniBand スイッチ上の Oracle Fabric OS 1.0.2 に関する最新情報を提
供します。

■ 対象読者 – 技術者、システム管理者、および認定サービスプロバイダ。
■ 前提知識 – ハードウェアのトラブルシューティングや交換に関する豊富な経験。

製品ドキュメントライブラリ

この製品および関連製品のドキュメントとリソースは http://docs.oracle.com/cd/
E64522_01 で入手できます。

フィードバック

このドキュメントに関するフィードバックを http://www.oracle.com/goto/
docfeedback からお寄せください。

このドキュメントの使用法 7
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最新情報

このドキュメントには、Oracle Fabric OS 1.0.2 についての重要な最新情報が含まれてい
ます。

■ 9 ページの「サポートされている最小のファームウェアバージョン」
■ 9 ページの「ソフトウェアおよびハードウェアの要件」
■ 10 ページの「既知の問題」
■ 12 ページの「OS のパッチと更新」

サポートされている最小のファームウェアバージョン

リーフスイッチまたは仮想化スイッチが提供された時期に応じて、システムファーム
ウェアバージョンは Oracle Fabric OS 1.0.1 または 1.0.2 のいずれかになります。ファー
ムウェアバージョン 1.0.2 が必要であるため、スイッチでそのバージョンを実行してい
ない場合は、My Oracle Support にアクセスして、Oracle Fabric OS を 1.0.2 に更新する
必要があります。

ソフトウェアおよびハードウェアの要件

Oracle Fabric OS 1.0.2 を使用する前に、使用しているハードウェアがハードウェアおよ
びソフトウェアの要件を満たしていることを確認します。

サポートされているハードウェアおよ
びソフトウェア

最小バージョン

Oracle InfiniBand スイッチ ■ Oracle Fabric Interconnect F2-12。この仮想化スイッチの詳
細は、https://www.oracle.com/networking/fabric-
interconnect-f2-12/index.html およびOracle Fabric
Interconnect F2-12 and Oracle F2 I/O Modules Product Notesを参照し
てください

■ Oracle InfiniBand Switch IS2-46 スイッチ。リーフスイッチの詳
細は、https://www.oracle.com/networking/infiniband-
switch-is2-46/index.html を参照してください。
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既知の問題

サポートされているハードウェアおよ
びソフトウェア

最小バージョン

I/O モジュール 仮想化スイッチでサポートされる I/O モジュールの詳細は、https:
//www.oracle.com/networking/fabric-interconnect-f2-12/
index.html を参照してください。

Oracle Fabric Manager ソフトウェ
ア

Oracle Fabric Manager バージョン 5.0.2。バージョン 5.0.1 を使用して
いる場合は、5.0.2 にアップグレードする必要があります。5.0.0 より
前のどのバージョンもサポートされていません。

詳細は、http://www.oracle.com/us/products/networking/
virtual-networking/fabric-manager/overview/index.html を参
照してください。

オペレーティングシステム Oracle Linux、バージョン 6.7 (UEK4 を含む) 以降。

注記 - これらの 2 つの Oracle デュアルポートアダプタにはモデル番号がありません
が、サーバー内および IB ファブリック上でアダプタを一意に識別する 64 ビット
GUID があります。

この表には、サーバー上の Oracle InfiniBand スイッチでサポートされている IB HCA
カードが一覧表示されています。

サポートされている HCA カード 最小のファームウェアバージョン

Oracle Dual Port QDR InfiniBand
Adapter M4 および Oracle Dual Port
EDR InfiniBand Adapter

Oracle Solaris システム - Oracle Solaris 11.3 SRU 9

Oracle Linux システム:

■ Oracle for Oracle Linux 6 Update 7
■ Oracle Linux 7 Update 1

サポートされている HCA カードの詳細情報は、https://www.oracle.com/
networking/dual-port-edr-infiniband-adapter/index.html および https://
www.oracle.com/networking/dual-port-qdr-infiniband-adapter-m4/index.
html で入手できます。

既知の問題

これらは、Oracle Fabric OS 1.0.2 の既知の問題です。

■ 11 ページの「IB スイッチチップが正しくないリンクステータスを報告する
(23626815)」

■ 11 ページの「OFOS CLI に誤って san map コマンドが含まれている」
■ 11 ページの「一部のコマンドでは lun-mask および san qos フィールドが表示

される」
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既知の問題

■ 12 ページの「VHBA ではなく、ファイバチャネルポートでファイバチャネルの
リンク停止タイムアウトを設定する」

IB スイッチチップが正しくないリンクステータスを
報告する (23626815)

Ethernet スイッチをリーフスイッチの Ethernet オーバーレイネットワークポートに接
続した場合、IB スイッチチップから表示されるリンクステータスが、Ethernet スイッ
チによって検出されるステータスと矛盾する場合があります。たとえば、IB スイッチ
チップからはリンクが停止状態にあると報告され、Ethernet スイッチからは稼働状態
にあると報告されることがあります。

回避方法: IB スイッチチップの疑わしいポートをリセットします。

Oracle Fabric OS コマンド行で、次のように入力します。

[OFOS] set port port up gw -s 10g

ここで、port は疑わしいポート番号です。

OFOS CLI に誤って san map コマンドが含まれてい
る

このバージョンの OFOS CLI には、Oracle Dual Port 16 Gb Fibre Channel Module ではサ
ポートされない次のコマンドが含まれています。
add san map name entry order wwpn

■ show san map name
■ set san map name entry wildcarded-name -descr-=string
■ set san map name entry wildcarded-name -wwpn=target-wwpn
■ remove san map name entry wildcarded-name

一部のコマンドでは lun-mask および san qos
フィールドが表示される

このバージョンの OFOS では、ファイバチャネル機能の一部の show コマンドに lun-
mask および san qos フィールドが含まれています。LUN マスキングと SAN QoS 機
能は Oracle Dual Port 16 Gb Fibre Channel Module ではサポートされないため、これらの
フィールドは誤って表示されます。
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OS のパッチと更新

VHBA ではなく、ファイバチャネルポートでファイ
バチャネルのリンク停止タイムアウトを設定する

このバージョンの OFOS には、ファイバチャネル接続のリンク停止タイムアウトを設
定する次の 2 つのコマンドが含まれています。

■ set fc-port=slot/port -fc-link-down-timeout=timeout-in-seconds
■ set vhba name -fabric-link-down-timeout=timeout-in-seconds

リンク停止タイムアウトを設定する場合は、2 番目のコマンドの代わりに最初のコマ
ンドを使用します。

OS のパッチと更新

バージョンの違いから現在の OS にパッチを適用する場合は、その前にクライアント
システムで OS イメージ全体を更新します (可能な場合)。

OS イメージ全体を更新できない場合は、https://support.oracle.com にあるソフ
トウェアドライバを含む最新のパッチをダウンロードします。
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